
カテゴリ 質疑 回答

1.制度に関する質問 P12　ＢＩＭ図面審査では制度のメリットとして、整合確認（一部を
省略）とありますが、確認済証交付後、省略した整合確認が原因の
不具合があり、結果不適合であった場合の責任は確認検査機関にも
及ぶのでしょうか。また、「省略してもよい」との通知等の取扱いが示され
るのでしょうか。

現在国交省にて検討中です。

1.制度に関する質問 P14　【保管】のメリットとして、「副本化や保管場所確保の手間コスト
の削減」とありますが、
①「副本化」とは副本作成不要による申請者にとってのメリットですか。
②「コストが削減」とありますが、何と比較してでしょうか。データをクラウド
などに保存する場合、費用は掛かります。

①ご認識の通りです。
②書面申請における申請図書の紙保存と比較した場合です。
BIMによる申請が十分に普及した場合、保存場所と保存作業コストの
合計は紙保存よりも当然に低くなると考えられます。

1.制度に関する質問 認定審査機関は取り組むだろうが、行政がどの程度データ受付に対応
していくのか知りたい。

消防をはじめとする行政機関に対しても積極的な活用を促していきま
す。

1.制度に関する質問 将来的には、ＢＩＭ審査が主流となるのでしょうか？
義務化などはあり得ますでしょうか？

将来的にはBIM審査の利用が増えることを見込んでいます。ただし、義
務化などは想定していません。

1.制度に関する質問 具体的な審査の一連の流れをデモンストレーションで教えてほしい。 今後もCDE等の機能等について情報提供を行ってまいります。
1.制度に関する質問 国交省さんに質問です。ここでのCDE環境は、申請用のシステム環境の

みの想定ですか。データ活用フェーズにおける利活用にも繋がるシステム
ですか。現在、確認申請書類が残っていない古い建物などで記載事項
証明書などの手続きがありますが、既存のデータベースとの統合なども想
定していますか。不動産や法人の登記情報のように、システム上で閲覧
可能なデータベースの統合を目指していますか。最終的なデータ活用
フェーズにおいて、システムやデータの公開範囲・閲覧権限など、ユーザー
側にどのような利活用のメリットがあるのか疑問が残りました。

将来の建築データ活用におけるシステムやデータの公開範囲・閲覧権限
などのあり方については今後検討します。

1.制度に関する質問 新築物件に特化したＢＩＭ図面審査になるのでしょうか。用途変更や
既存不適格物件の増改築にも対応できるのでしょうか。

用途変更や増改築においても入出力基準に適合したBIMデータの作
成が可能であれば、BIM図面審査で対応できます。

1.制度に関する質問 一時的かもしれないが確認申請に費やす時間が増えることが想定さ
れ、その分は建築主へコスト転換することになるが、BIM確認申請助成
金等の創設は考えていないのか。木造木質化や省エネ設備等と同様
に、社会に有益なことを推進する目論見なら助成金を設けるべきと考え
ます。

今のところ、BIMによる建築確認を行う場合の建築主への補助は予定
しておりません。

1.制度に関する質問 BIMデータ作成が原則となるのでしょうか。 BIM図面審査は任意であり、従来通りの申請も可能です。

1.制度に関する質問 BIM図面審査を推奨する前段階の作業として、BIM_CADへの切り替
えが申請者側で必要となるが、BIM_CADのオペレーターの確保や育
成、製品自体の設備投資など、中小企業においては現時点ではハード
ルが高いと感じている。
BIM_CADへの切り替え促進策について具体計画があれば教えて頂き
たい。

BIMの導入に関する投資にあたっては、建築GX・DX推進事業、IT導入
補助金などの補助制度がありますのでご活用ください。

1.制度に関する質問 審査機関の審査合理化をBIM図面データ申請により審査手間の更な
る省力化を図ろうとされているが、現在のCADソにおいて審査省力を行
うことは想定していないのか。例えば大臣認定CADプログラムにより生成
されたCADデータを、確認申請用CDEのようにクラウドへアップロード、審
査の一部（構造計算や換気量など差し替えが生じた場合再計算
チェックを行う必要がある項目など）を旧4号特例のように完全省略す
るような仕組みです。国土交通省としてはCADから、BIM_CADへ切り
替える政策であると認識してよいか。

BIMによる建築確認は審査業務の省力化だけではなく、建築に関わる
データの正規化、またそれによる建築データの蓄積・活用を目指しており
ます。

1.制度に関する質問 例えばCDEは指定確認審査機関だけが取り入れても、申請場所の所
管行政や消防が導入していなければ、期待された機能を発揮すること
は無いと思われるが、その理解でよろしいか。その認識で良ければ国交
省から行政や消防庁への働きかけが頼りになります。機関としては行政
や消防での体制が整わない限り、導入の検討には難ありのように感じ
る。

行政や消防庁への働きかけは行っております。引き続き、たくさんの審査
機関及び行政に参加いただけるよう働きかけを続けます。

1.制度に関する質問 特に限定特定行政庁にとって、どのようなメリット・デメリットを想定され
ているか、知りたいです。

BIM図面審査におけるメリットは利用者すべてにおいて想定されるメリッ
トです。

令和7年年8月28日　BIM図面審査　確認申請用CDE説明会 質疑回答



カテゴリ 質疑 回答

令和7年年8月28日　BIM図面審査　確認申請用CDE説明会 質疑回答

1.制度に関する質問 BIMの申請が多くないと思われるため、公共建築営繕部局や設計事
務所への働きかけ（設計者への補助金など）を行ってほしい。

積極的な活用を促していきます。

2.ガイドラインに関する
質問

申請時にIFCデータとpdf形式の図書を提出しますが、pdfの図書がIFC
データのモデルから作られているとわかるようになっているのでしょうか。

PDFの図書とIFCデータ間の整合性の担保は同じBIMソフトウェアから書
き出されていることに拠ります。PDFがIFCのモデルから作られる訳ではあ
りません。また、同じBIMソフトウェアで書き出されていることは申告書の
内容によって担保します。

2.ガイドラインに関する
質問

ICBAのシステムの中でデータの受け渡しが可能だが、別のシステムを使
用しデータを受ける理由がよくわからない。ICBAのシステムで受けれるよ
うにならないのか

確認申請用CDEは、共通データ環境を提供するものであり、申請の受
付や各種書類の発行機能を備えていないため、これらのICBA電子申
請受付システムまたは審査機関独自の電子申請受付システムと連携
する必要があります。

2.ガイドラインに関する
質問

以前の説明会で、構造と意匠が同じBIMソフトを利用する場合は整合
性の確認の省略がされるとのことでしたが、別ソフトでIFCを重ね合わせ
る方法ではいけないのでしょうか？

意匠と構造は同じBIMソフトウェアで作成する必要があるため、別ソフト
で作成したIFCデータを重ね合せるのは不可です。

2.ガイドラインに関する
質問

また、同じソフトの場合、意匠と構造がそれぞれモデルを作成して重ね
合わせを行って申請した場合でも整合性の確認の省略が可能なので
しょうか？

同じソフトを用いて、同一データ内での作成、または構造モデルを参照し
て意匠モデルを作成する場合（意匠図に含まれる構造部材は、構造
図を作成する構造モデルを参照することとし、意匠図において構造部材
を作成しない場合）に省略が可能です。

2.ガイドラインに関する
質問

CDE上で区画に色がついていますが、プロパティの設定が必要だと思い
ます。図面審査段階でのプロパティの入力基準は提示されていないと思
いますが、今後提示予定でしょうか。

現時点で提示の予定はありません。BIM図面審査においては、プロパ
ティ（属性情報）について、入出力基準において入力が必要と記載さ
れていますが、その入力の方法（区画に色を付けることなど）について
は任意となっております。

2.ガイドラインに関する
質問

各モデルの位置合わせはどのようなルール設定を予定されていますでしょ
うか。

あらかじめBIMオーサリングソフトの座標設定で位置合わせをしておく必
要があります

2.ガイドラインに関する
質問

計画変更はどのようなスキームでしょうか。確認申請時はBIM、計画変
更からは2D CADとした場合、どのようになりますでしょうか。

BIM図面審査にするか従来審査にするかは申請ごとに選択することがで
きます。確認申請をBIM図面審査とした場合であっても、計画変更確
認申請において従来審査とすることができます。

2.ガイドラインに関する
質問

今回の例では、上部構造を対象としているように見受けられます。
杭基礎などの基礎部材も対象となるのでしょうか。

杭基礎などの基礎部材も対象となります。入出力基準（事前公表
版）P10を参照。

2.ガイドラインに関する
質問

当社では、archicadを導入していますが、archicadやgloobeでも同様
な審査が行われると考えておりますが、よろしいでしょうか？

ご認識の通りです。

2.ガイドラインに関する
質問

木造、小規模建築や新三号建築物へのBIMへのスケージュールなど早
めに教えて欲しい

入出力基準（木造・素案）が令和7年12月に公表されました。

2.ガイドラインに関する
質問

本日も動画にて指摘事項コメントの例があったが、BIM図面審査におい
て想定される（不整合以外の）指摘事項等の事例集等があるともう
少しイメージが湧くと思う。

貴重なご意見ありがとうございます。

2.ガイドラインに関する
質問

今後、運用方法について説明があると思いますが、意匠のみのBIM申
請、意匠、設備、構造で別のソフトを使用した場合の申請用法につい
ての具体案を今後確認したいです。

意匠のみBIM申請を行うことも可能です。ただしその場合は、意匠と設
備及び意匠と構造間の整合性確認を省略できません。
意匠、設備、構造で別のソフトを使用した場合の申請用法について
は、入出力基準の「構造」及び「設備」の項にある「〇意匠図との整合
性に関する事項」をご確認ください。

2.ガイドラインに関する
質問

2次元CADでの追記、追加図面は受付られないのでしょうか。 入出力基準適合申告書において申告した図書においては、BIMから出
力した図面の提出が原則となります。認められない2次元CADでの追
記は、入出力基準の「禁止事項」をご確認ください。
また、すべての図書をBIMから出力する事を求めてはおらず、一部BIM
によらないPDFの図書の提出も可能です。

2.ガイドラインに関する
質問

2026年4月1日から、BIMデータ（IFCデータ）の提出は必須なのか？
入力基準に従うのも必須なのか？
IFCデータは、設計、構造、設備個別のデータで良いのか？例えば、構
造だけIFCデータを提出でも可なのか？

BIM図面審査で申請する事は申請者の任意であり、従来の申請も可
能です。
BIM図面審査で申請する場合は、入出力基準に適合したBIMの入力
を行いますが、入出力基準のどの項目に対応するかは任意となります。
IFCデータは意匠・構造・設備個別のデータ提出でよいです。また、構造
だけBIM図面審査とし、構造のIFCデータを提出することも可能です。

2.ガイドラインに関する
質問

申請書と申告書の違いは何でしょうか？ 申請書は「確認申請書（規則第２号様式）」、申告書はガイドライン
（案）で定義されている「BIM図面審査における入出力基準適合申
告書」となります。

2.ガイドラインに関する
質問

構造に関する確認をどのように行うのか疑問が残った BIM図面審査制度においては、審査者は従来通りPDF形式の図書を
用いて審査を行います。
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2.ガイドラインに関する
質問

ｊｗｗｃａｄでもよいのか BIM図面審査においては、PDF形式の図書及びIFCデータを書き出すこ
とができるBIMソフトウエア等が必要となります。

3.CDEに関する質問 ｐ20.21　①申請者、消防、適判機関がCDEに参加する際の基本的
な利用規約（セキュリティーを保持するためのルールなど）はICBAが作
成するのでしょうか。
②データのやり取り（ファイル名のつけ方やフォルダ管理の方法など）や
CDEでの審査・是正等に関するルールはサイト管理者が定めるのでしょう
か。

①ＣＤＥの利用規約はＩＣＢＡが作成する方針です。
②ＣＤＥの運用方法に関する事項はサイト管理者（審査機関等）
が定めます。

3.CDEに関する質問 審査後のBIMデータの保管もCDE内で行うのでしょうか？
その場合従量料金は年々増加してしまうのでしょうか？

IFCデータの保管義務はありませんが、保管を希望の場場合は任意の
場所でデータ保管が可能です。審査が完了したデータは別に移すことで
データ容量を抑制することができます。

3.CDEに関する質問 具体的な操作についての説明を頂戴したいです。 今後具体的な操作方法の説明会を開催する予定です。詳細が決まり
ましたらご案内いたします。

3.CDEに関する質問 共通データー環境のCDEは、ICBAのみに存在するのでしょうか。 ガイドラインでは「別に整備したこれと同等の審査環境によることもでき
る。審査環境に求める要件は別途定める。」とあり、要件に適合した
CDEでも審査は可能です。

3.CDEに関する質問 CDEに現行の電子申請システムを組み込むことはできないのでしょうか。 「ICBA 電子申請受付システムは、建築士・建築士事務所の登録情
報閲覧システムとの連携や特定行政庁への通知・報告配信システムと
連携機能を備えていることから、確認申請及び確認済証の交付等は
ICBA 電子申請受付システムで行い、IFC データの閲覧及びPDF 図書
による審査はICBA 確認申請用CDE で行う。」と役割を分けておりま
す。

3.CDEに関する質問 PDFやIFCのバージョン指定はありますでしょうか？ PDFの仕様については、PDF1.7 Adobe Extension Level 5 の仕様に
基づいて作成されたPDFとなります。
IFC データのバージョンは IFC 2.3.0.1 Coordination View 2.0（通称
IFC2×3）及びIFC2×3 設備IFC データ利用標準Ver.1.3 となります。

3.CDEに関する質問 CDEを利用する場合に必要な機器、準備する必要があるものはありま
すか。
CDEをストレスなく確認できるパソコンのスペックはどのようなものでしょう
か。

システム利用するにあたって特別な機器や準備は必要ありません。イン
ターネットに接続可能なPCがあれば利用可能です。
特別なスペックは求めておらず、一般的な事務用PCで動作します。
Windows11の推奨動作環境（内蔵グラフィックで可）以上を推奨し
ます。

3.CDEに関する質問 確認申請用CDEは、BIM図面審査だけではなく、通常の審査にも利
用可能でしょうか？また、確認申請以外の様々な申請の審査も行うこ
とは、規約上及びシステムの仕組み的に可能でしょうか？

BIM図面審査以外の確認申請、また、確認申請以外の申請の審査
にご利用いただくことも可能です。

3.CDEに関する質問 BIM図面審査を行うには、確認申請用CDEが必須でしょうか。確認申
請用CDEは、ICBA様からしか導入できないのでしょうか。弊社が現在利
用しているNICEシステムを活かして、BIM審査を行いたいです。NICEシ
ステム（エシェンツ様）を利用している審査機関が多いと思いますが、
御社とエシェンツ様で相互連携は図られているのでしょうか。できれば、
エシェンツ様経由のみで確認申請用CDEを導入したいです。

BIM図面審査を行うには、確認申請用CDEが必須です。なお、ガイドラ
インでは「別に整備したこれと同等の審査環境によることもできる。審査
環境に求める要件は別途定める。」とあり、要件に適合したCDEでも審
査は可能です。
ICBA確認申請用CDEは、ICBAからしか導入できません。
NICEシステムとICBA確認申請用CDEのシステム連携については現在
調整中です。

3.CDEに関する質問 BIMソフトがなくても、CDE上で審査できる認識でよいか。 ご認識の通りです。審査機関はBIMソフトを用いず、確認申請用CDE
を利用してWEBブラウザ上で審査を行います。

4.CDEの機能に関する

質問

マークアップについて、Solibriのように一覧で出力することは可能でしょう
か。

マークアップにコメントを付した場合、コメントを一覧で出力することができ
ます

4.CDEの機能に関する

質問

審査機関内での稟議（決裁）の機能はありますでしょうか 確認申請用CDEには稟議（決裁）の機能はありません。

4.CDEの機能に関する

質問

また確認申請用CDEでの比較機能でどのような状況で比較がなされる
のかが理解できなかったです（図面配置を少し変更したらすべて変更と
なってしまうのか等）

PDFの差分チェック機能は、たとえば申請側から図面の更新があり、そ
の変更箇所を確認する場合に使うことを想定しています。図面配置が
変更になった場合は重ね合わせの位置を調整することができます。

4.CDEの機能に関する

質問

今後、電子申請受付Sにマークアップ機能や計測機能の登載予定はあ
りますか？

電子申請受付システムはマークアップ機能や計測機能の登載予定はあ
りません。

4.CDEの機能に関する

質問

指摘事項をPDFにコメントとして追加できるとのことでしたが、チェック機
能などは搭載されないのでしょうか。

チェック機能はありません。
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4.CDEの機能に関する

質問

マークアップ機能は担当内で複数名が審査する場合、担当者毎にどこ
まで審査をしているか審査機関側で把握できる仕組みということではな
く、あくまでも申請者への指摘送付用の機能という認識でよろしいでしょ
うか。

ご認識の通りです。審査機関側の担当者ごとの進捗を管理する機能は
ありません。
なお、申請者に公開しないコメント等で代替する方法が考えられます
が、その運用については審査機関ごとの運用となります。

4.CDEの機能に関する

質問

マークアップ機能において入力者ごと使う色の指定はできますか。 差分チェックやマークアップに使用する色は複数の色から選択可能で
す。
ユーザーに特定の色を自動で割り当てる機能はありませんが、運用で対
応は可能と思われます。

4.CDEの機能に関する

質問

マークアップで記入された図書は、申請者側でも確認できるのでしょう
か。

審査者側が申請者側へマークアップを公開した場合、申請者もマーク
アップの内容の確認が可能です。

4.CDEの機能に関する

質問

マークアップ機能は、一つのプロジェクトに対して複数のレイヤーを設けて
実施（例えば複数の審査者が異なるレイヤーを使用）することは可能
ですか。また、当該マークアップを設計者側へ公開する際には、公開する
ものを公開しないもののレイヤーを分けて実施することは可能ですか。

確認申請用CDEでは、1つのプロジェクトに複数のレイヤーを設けてマーク
アップを行うことが可能です。マークアップには記入者情報が付与されて
おり、複数の審査者が同じレイヤーにマークアップした場合でも、誰が記
入したかを抽出・表示することが可能です。さらに、レイヤーごとに公開／
非公開を選択して設計者に共有する範囲を制御することができます。

4.CDEの機能に関する

質問

補正図面と前回図面との差異を比較表示するとのことですが、図形的
のみならず、仕様書、仕上表などの文字表記も差異表示できるのです
か。

文字も図形として扱われ、差異の表示が可能です。

4.CDEの機能に関する

質問

確認申請用CDE上で指摘事項をPDFデータ等に書き込んだ場合、同
じ機関のユーザーのみが閲覧可能なモード（他機関や申請者には閲覧
できない設定）などはあるのかお伺いしたい

マークアップの参加者の設定により同じ機関のユーザーのみが編集・閲
覧可能な環境を用意ことができます。

4.CDEの機能に関する

質問

共通のCDE環境で作業を行うことになりますが、マークアップしたものを
保存すると随時公表されるのでしょうか。

マークアップの情報を保存して、公開の実行を行うことでマークアップの情
報が公開されます。

4.CDEの機能に関する

質問

共通のCDE環境で作業を行うことになりますが、審査過程で審査者側
が気づかないうちに申請者が修正を行うことが可能なのでしょうか。

ファイルのロック機能を備えております。これにより審査中は申請者が勝
手に修正を行わない様にする事が出来ます。

4.CDEの機能に関する

質問

審査のコメントを記載する場合、３次元のデータ上でも可能か。 マークアップ機能はPDFビューワ上でのみ利用可能です。３次元のデータ
上でのコメントの機能搭載については現在検討中になります。

4.CDEの機能に関する

質問

審査中にCDEからPDFデータをエクスポートできるのでしょうか。（別の
PDF編集ソフトを利用した書込み等の審査は可能でしょうか）

審査中にCDEからPDFをエクスポートすることは可能です。別のPDF編集
ソフトを利用した書込み等の審査は可能です。

5.CDEでの審査に関す

る質問

ＣＤＥにおいて、適合判定機関の独立性の確保について説明がありま
したが、具体的なイメージが持てなかったため、再度ご説明いただけると
幸いです。

確認申請において、審査機関と構造適判機関の独立性が担保される
必要があります。確認申請CDEはプロジェクト参加者に共通データ環境
を提供するため、そのままだとお互いの審査内容が筒抜けになってしまう
可能性があります。これを防ぐために「構造適判機関が審査機関と同じ
環境にアクセスできないよう制限しつつ、本審査用のフォルダにある図面
やIFCデータへのリンクを構造適判用のフォルダへ置く」という対策をする
必要があります。

5.CDEでの審査に関す

る質問

消防機関の同意審査は、現状では指定確認検査機関に対し指摘等
を行い、指定確認検査機関から申請者に対し補正を指示し、補正終
了後、再度同意依頼をうけています。ＣＤＥ上での指摘についても同
様に、補正後再度消防機関への招待があり、確認できると考えてよい
ものでしょうか？

同意審査の流れについてはご認識の通りです。
ただし、補正後の消防同意時においては、すでにCDEへの招待を受けて
いる状態になるため、再度招待の必要はありません。

5.CDEでの審査に関す

る質問

ＣＤＥ上で同時に適判等が審査されることになりますが、意匠上の審
査結果が適判に影響する場合があるとすれば、その場合、既に招待さ
れている消防機関の審査はどのように扱われるのでしょうか？

消防に関わる変更が生じた場合は、速やかにその変更について所管す
る消防に通知し確認するようご依頼ください。その点は従来の方法と変
わりません。

5.CDEでの審査に関す

る質問

現状、電子申請では「同意」に対し「同意通知書」を発行しています。
ＣＤＥ上で審査した結、「同意」はどのように通知されるのでしょうか？
又はどのような操作で通知したことに扱われるのでしょうか？

（ICBA電子申請受付システムを利用しない場合、）消防同意の通
知は従来通り書面により「同意通知書」を発行することになります。通
知書の送付を確認申請用CDEでの共有で代替することは可能です。

5.CDEでの審査に関す

る質問

BIMデータはオブジェクト等いれていくとファイルサイズが大きくなっていきま
すが、IFCデータはどのくらいのサイズまでに作ったらいいでしょうか。また審
査機関では紙面に印刷することなく、PDFで見て審査されているのしょう
か。

明確なIFCファイルのサイズ上限は設けておりませんが、極力データサイズ
を小さくする工夫をして頂けると幸いです。
申請図書の審査方法については、審査機関によります。

5.CDEでの審査に関す

る質問

構造適判の説明の中で、別フォルダに保存するイメージとお話いただき
ましたが、これは同じデータではあるが、あくまでも共有した時点のデータ
であり、CDE内で更新されたデータは随時構造適判機関には共有され
ないのでしょうか。

CDE内の確認申請データの内、構造適判に必要なデータのリンクファイ
ルを作成し、構造適判フォルダで閲覧できる仕組みとしております。CDE
内にある確認申請データが更新されると、構造適判フォルダ内のリンク
ファイルも随時更新されます。ただし、構造適判フォルダ内のリンクファイ
ルをロックしている場合は、ロックの解除時に更新されます。
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5.CDEでの審査に関す

る質問

BIMと連動していないPDFデータはCDE上でアップロードできない認識で
よいか。

BIM図面審査においては、すべての図書をBIMから書き出す必要はあり
ません。BIM由来でない図書も審査に使用しますので、CDEへのアップ
ロードは可能です。

5.CDEでの審査に関す

る質問

現在の確認申請の審査では、事前申請をして質疑対応等を完了させ
て本申請の手続きをスムーズに行うような配慮がなされていますが、CDE
を利用した場合も同様の対応は可能でしょうか。

審査機関の対応によります

5.CDEでの審査に関す

る質問

1つのプロジェクトに多くの関係者がアクセスできるようになるため、権限
の付与を間違えると大きな情報流出につながります。顧客の財産であ
る建築物の情報であるため、セキュリティについてはどのように管理させる
予定でしょうか。例として、操作ミスによりライバル企業にアクセス権を付
与してしまい、閲覧できてしまう状況にしないための対策など。

確認申請用CDEにおいては、物件ごとにプロジェクト管理者（審査
者）を定め、プロジェクト管理者が関係者へのアクセス権を付与するこ
とになります。
操作ミス等が起こらないための対策は、各審査機関において定める事と
なります。

5.CDEでの審査に関す

る質問

消防からの指摘なども特定行政庁側で見れるのでしょうか。 消防同意を依頼した特定行政庁（指定確認検査機関）は、消防か
らの指摘を見ることができます。

9.その他 一つの確認申請でどの位のファイルサイズになるのか、例えば一戸建て
住宅（２F）や、５F事務所ビルの１申請でのファイルサイズをお聞きし
たい。

ファイルサイズは物件規模や作成したBIMソフトウェア、IFC書き出し設
定により状況が異なるため、回答することは難しいです。
一例として、BLCJが確認申請サンプルモデルモデルのIFCデータを公開し
ておりますので参考にしてください。

9.その他 現段階の計画では、ＢＩＭマネージャーは不要なのでしょうか。 BIMマネージャーの配置についてはプロジェクトの判断となります。BIM図
面申請においては入力基準に従ったデータ作成が必要であるため、申
請者が内容を理解して進める必要があります。

9.その他 今後もBIM申請に関する情報を広報願います。 ありがとうございます。今後も積極的な情報発信を行いますので引き続
き関心を寄せていただければ幸いです。

9.その他 実際のIFCデータを閲覧だけでもしたいのですが、近年では気軽にデータ
閲覧だけをしたくでも、体験版のBIMソフトを手に入れる必要があるなど
して、閲覧でさえハードルが高いと感じます。できれば、テスト用や体験版
としてWeb上でIFC体験操作ができる環境が欲しいのですが、そういった
ものはないでしょうか。

ICBAでは提出するIFCデータを事前に閲覧できるサービスを３月中頃以
降に提供予定です。
また、無償で利用できるIFCビューワも多く存在しますが、こちらでの製品
名称の紹介は控えさせていただきます。

9.その他 申請者側としては、CDEを導入しない審査機関（行政）もしくは導入
に時間がかかる機関もあると思っており各所、2026年春以降各所導入
の動きが気になります。

たくさんの審査機関及び行政に参加いただけるよう働きかけを続けま
す。

9.その他 審査機関の中に消防機関は含まれていますか？ 消防機関は審査機関とは区別して定義しています。
9.その他 質問ではありませんが、BIMの審査自体はぜひ今後あると便利だとは

思うが、会社自体がBIMを取り入れておらず、導入する姿勢もあまりみ
られないので、会社として取り残されている心配があります。本日の視聴
者は何名だったのでしょうか。

申し込み約1000名、ピーク時視聴者数約800名でした。

9.その他 共通データを各審査の立場から確認することは設計および審査の手戻
りと言う観点から良い方向になると感じた。今後はBIMそのものの機能
向上に期待したい部分ではあるが、モデルデータに様々な情報を与えら
れることから、例えば法28条や法第56条の判定をBIM上である程度行
い最終チェックを審査者が行えるようになればトータルの審査期間短縮
にも寄与できるのではないかと感じた。

貴重なご意見ありがとうございます。
モデルの属性情報を用いた審査については、BIMデータ審査として検討
されています。

9.その他 このDX化が申請日数などどのぐらい短縮されるのか一括して紹介する
ポータルサイト（建築物省エネ法などのように）などがあれば広く理解
が広まるのではないかと思います。

ICBAではBIM図面審査のポータルサイトを公開しております。
【BIM審査ポータルサイト：https://bimpermit.jp/】

9.その他 IFCデーターの作成についてのレクチャーや支援制度があるのかどうかが疑
問

各BIMソフトウェアベンダーがBIM図面審査に関してセミナーや講習会を
開催しておりますので、ご参照ください。
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